
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインで研究発表会 

南関町では、小学校４校、中学校１校が持ち回りで、毎年研究発表会を開催しています。先週

の１１月２７日（金）には、本校で研究発表会を開催し、研究主任の髙田先生を中心に全職員で

２年間取り組んできた研究の成果を発表しました。本来、研究発表会は、他校の先生方に本校に

来ていただき、授業の様子を直接見てもらい、授業の在り方等について研究協議をするというの

が通常の形です。しかし、今年は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、オンラインでの発表

会となりました。授業者は、４年生担任の有村先生です。算数「広さの表し方を考えよう」（面

積の勉強です）の５時間目の授業を、他の４校と教育委員会等に配信しました。研究協議もオン

ラインで行いました。授業では、「L字型の図形の面積を工夫して求める」というめあてのもと、

子どもたちは、タブレットを使いながら、L字型の形を長方形に分けたり、図形を移動させて辺の

長さが違う長方形に変えたりするなどの工夫をしながら面積を求めていました。子どもたちも、

担任の有村先生も笑顔で頑張ってくれました。他校の先生方からも、指導助言をいただいた熊本

県立教育センターの３名の先生方からも賞賛の声をいただきました。今回のオンラインでの配信

は、県立教育センター、南関町教育委員会など多くの関係機関の皆様のご支援をいただきました。 

※ 今回本校で行いましたオンラインでの研究発表会については、熊本県が提携しているマイクロ

ソフトの Teams（チームズ）というアプリを使っての配信で、熊本県内では初めての取組だっ

たそうです。 
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発行責任者 
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学校教育目標：ふるさとを愛し、夢を持ち、未来を拓く子どもの育成 

なんかん寺子屋教室 
中学生への家庭学習サポ
ートとして始められて５
年目を迎えられました。４
年生以上の小学生にもお
試しで経験してもらいた
いということで、１２月２
日（水）１６時～１７時ま
で、公民館で開催されまし
た。子どもたちは、黙々と
勉強に取り組んでいまし
た。 

熊本県人権センター主催「令和２年度人権メッセ

ージ（大切な人へのメッセージ～あの人に贈る“あ

りがとう”や“エール“）に応募した 2215 点の中

から、坂本るりさん（3年）の作品が、優秀作品 30

点の中に選ばれました。るりさんのメッセージは、 

世の中の人へ 
 手洗い、うがい、 
マスクにソーシャルディスタンス 

 きちんとまもっているよ。 
 みんなもまもっているの知ってるよ。 
 だれもががんばっているんだから 
 コロナさべつをしない 

 そんな世の中になったらいいな。 
メッセージに込められた るりさんの想い 
「みんな思いやりをもって、コロナをのりこ
えていきたいと思いました。」 

このメッセージのような気持ちをもって、みん
なで乗り越えましょう。 

対話しながら ここに線を引いたら 電子黒板で説明 他校との意見交換 

４名の子どもたちが参加
しました。スタッフは、
日髙さん、右山さん、北
村さん、本田さんの４名。
南関の子どもたちのため
にボランティアでお世話
をしていただく皆様に心
より感謝しながら学校に
戻りました。 

給食の話で笑顔のスタート 
朝からある子どもさんとその日の給食のメニューにつ

いて話をしています。子どもさんも笑顔、私も笑顔にな
ります。※給食画像を毎日 HP にアップしています。 


